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2016年度 名古屋柳城短期大学  

入学式 式文 
 

日時：2016年 4月 2日（土）9:30－11:00 

場所：体育館 

                           

司式：司祭 ペテロ 田中 誠 （本学チャプレン） 

臨席：主教 ペテロ  渋澤 一郎（本学院 理事長） 

奏楽：扶瀬 絵梨奈（本学助教） 

 

前 奏（一同 黙祷） 

 

≪学長就任式≫ 

 

聖 歌 390番「さかえにみちたる」【→6ページ】  

祈 祷 

【理事長】教職員と学生の皆さん。わたしたちは今､長縄年延（な

がなわ としのぶ）先生を名古屋柳城短期大学の学長

に任命しようとしています。わたしは本学を代表して、

長縄先生を学長の務めにふさわしい人として推薦し

ます。 

【新学長】名古屋柳城短期大学の学長に就任を要請されたわたし

は、「愛をもって仕えよ｣という建学の精神を尊重し、

神の助けをいつも願い求め、力の限り学長の任務を誠

実に行うことを約束します。どうか皆さん、祈りをも

って、このわたしの務めを支えてください。 

【理事長】皆さん。皆さんは長縄先生を本学の学長として歓迎し

ますか。 

【教職員・在学生】わたしたちは、学長に就任される長縄先生を

心から歓迎します。わたしたちは、新しい学長

と心を一つにして、本学の建学の精神に従い、

共に働き、共に学び、またいつも祈りをもって

支えることを約束します。 

【理事長】祈りましょう。 

全能の神よ。今、名古屋柳城短期大学の学長に任じら
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れるこの僕（しもべ）を祝福してください｡この人が

神と人とに忠実に仕え、み名の栄光を現すことができ

ますように。 

【一 同】 アーメン 

【理事長】あなたを名古屋柳城短期大学の学長に任命します。そ

の証としてこの聖書を渡します｡あなたに委ねられた

務めに必要な恵みの賜物を、全世界の主である神がい

つもお与えくださいますように。 

【一 同】アーメン 

 

≪入学式≫ 
 

聖 語 

   

【司式者】愛によって互いに仕えなさい。(ガラテヤ 5:13) 

【会  衆】神は愛です。愛にとどまる人は、神の内にとどまり 

神もその人の内にとどまってくださいます。 

(Ⅰヨハネ 4:16) 

 

聖 歌 482番「いつくしみ深き」 【→7ページ】 

              

新入生のための祈り 

 

【司式者】祈りましょう 

全能の神よ、この世の時はすべてあなたのみ手の内に

あります。どうか、いま本学に入学し、この学院で過

ごす時の始めに立っている学生たちに、恵みのまなざ

しを注いでください。この学院での時を通して、あな

たの知恵のうちに学び、あなたの愛を知り、そして愛

によって互いに支えあうように、わたしたちを導き、

育んでください。わたしたちの主、イエス・キリスト

によってお願いいたします。 

【一 同】アーメン 

 

聖 書  

【朗読者】聖書は、ガラテヤの信徒への手紙 第 5 章 1 節から 

この自由を得させるために、キリストはわたしたちを
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自由の身にしてくださったのです。だから、しっかり

しなさい。奴隷の軛（くびき）に二度とつながれては

なりません。 

兄弟たち、あなたがたは、自由を得るために召し出さ

れたのです。ただ、この自由を、肉に罪を犯させる機

会とせずに、愛によって互いに仕えなさい。律法全体

は、「隣人を自分のように愛しなさい」という一句に

よって全うされるからです。 

(ガラテヤの信徒への手紙 5:1,13-14) 

 

新入生認証 

保育科 新入生認証  

専攻科保育専攻 新入生認証 

専攻科介護福祉専攻 新入生認証 

 

歓迎のことば 

【在学生】わたしたち在学生は、今、本学に入学を認められた皆

さんを心より歓迎いたします。どうか、神の祝福が皆

さんの上に豊かに注がれますように。そして、これか

ら本学での生活を共にする仲間として、互いに愛しあ

い、仕えあって、共に目標に向かって歩みましょう。 

 

誓いのことば 

【新入生】わたしたちは今、この名古屋柳城短期大学に入学を認

められました。これからわたしたちは、「愛をもって

仕（つか）えよ」という建学（けんがく）の精神を深

く学び、神の導きのもと、先生方や諸先輩方のご指導

を受けつつ、幼児教育や社会福祉の道に向けて、熱心

に学ぶことを誓約いたします。 

 

 

聖 歌 417番「あなたの平和の器に」【→8ページ】 

 

式 辞   名古屋柳城短期大学 学 長  長縄 年延 

 

祝 辞   学校法人 柳城学院 理事長  渋澤 一郎 

来賓紹介 

祝電披露 
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聖 歌 560番「グロリア グロリア」(2回繰り返す)  

【→9ページ】 

 

平和の挨拶 

【司式者】主の平和が皆さんとともに 

【会 衆】また、あなたとともに 

【司式者】平和の挨拶を交わしましょう。たがいに「主の平和」

と唱えながら隣同士で握手を交わします。 

 

主の祈り 

【司式者】主イエス・キリストが教えてくださった祈りを、とも

に唱えましょう。 

【司式者】主よ、憐れみをお与えください 

【会 衆】キリストよ、憐れみをお与えください 

【司式者】主よ、憐れみをお与えください 

【一 同】天におられるわたしたちの父よ 

  み名が聖（せい）とされますように。 

  み国が来ますように。 

      みこころが天に行われるとおり 

地にも行われますように。 

  わたしたちの日ごとの糧を今日もお与えください。 

      わたしたちの罪をおゆるしください。 

わたしたちも人をゆるします。 

      わたしたちを誘惑におちいらせず、 

悪からお救いください。 

  国と力と栄光は、永遠にあなたのものです。アーメン 

 

名古屋柳城短期大学のための祈り 

【一 同】全能の神よ、わたしたちはただ主の賜物によってまこ

との知恵を得ることができます。どうか、み名によっ

て建てられた名古屋柳城短期大学に恵みを下し、教え

る者と学ぶ者を祝福して、共に知識を深め、主の真理

を悟り、愛をもって互いに仕え、謙遜な心で唯一の神

を仰ぐことができるようにしてください。主イエス・

キリストによってお願いいたします。アーメン 
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祝 祷 

【主 教】計り知ることのできない神の平安がキリスト・イエス

にあって皆さんの心と思いを守り、ますます深く父と

み子を知り、かつ愛させてくださいますように。父と

子と聖霊なる全能の神の恵みが、常に皆さんとともに

ありますように。 

【会 衆】アーメン 

 

校 歌  【→10ページ】 

 

後 奏  (一同 黙祷) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳城学院 創設者 

マーガレット・ヤング 
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